
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【
ご
遺
志
】 

 

 
 
 
 
（
令
和
６
年
１
月
〜
12
月
） 

小
賀
坂
孝
浩
様（
故
敏
夫
様
）東
木
田 

大
友
 
勝
利
様
（
故
リ
キ
様
）
上
原 

小
賀
坂
義
行
様（
故
福
子
様
）東
木
田

中
島
 
弘
道
様
（
故
智
全
様
）
上
原 

橘
内
 
功
 
様（
故
美
代
子
様
）中
沢 

大
友
 
健
 
様
（
故
茂
信
様
）
上
原 

八
巻
 
由
大
様
（
故
靜
子
様
）
東
前 

大
友
 
哲
也
様
（
故
文
子
様
）
上
原 

渡
邉
 
敏
昭
様（
故
賢
一
様
）東
木
田 

澁
谷
 
基
昌
様
（
故
律
子
様
）
上
原 

渡
邉
 
六
三
様（
故
敏
子
様
）鹿
ノ
子 

八
巻
 
由
大
様
（
故
信
壽
様
）
東
前 

佐
藤
裕
司
様（
故
ト
メ
子
様
）鹿
ノ
子 

  お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
遺
志

は
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

堰
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
 
橘
内
 
 
武 

    

 

人と地域を育む愛宕の里 せきもと 
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第
22
回 

堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

 
１
月
12
日
、
堰
本
地
区
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
担
う
方
々
が
出
席
し
、
第

22
回
堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
渋
谷
基
昌
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
堰
本
小
学
校
・
高
見
良
典
校

長
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、堰
本
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
堀
江
準
二
会
長
の
祝
杯
で
祝
宴
が
催
さ
れ
、
思

い
思
い
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

第
22
回 

堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

 
１
月
12
日
、
堰
本
地
区
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
担
う
方
々
が
出
席
し
、
第

22
回
堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
渋
谷
基
昌
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
堰
本
小
学
校
・
高
見
良
典
校

長
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、堰
本
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
堀
江
準
二
会
長
の
祝
杯
で
祝
宴
が
催
さ
れ
、
思

い
思
い
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

編
集
後
記 

  

１
月
17
日
に
発
生
し
た

阪
神
淡
路
地
震
か
ら
30

年
。
そ
の
間
、
東
日
本
大
震

災
は
じ
め
大
き
な
災
害
が

起
き
て
い
ま
す
。
不
時
の
災

害
に
備
え
る
日
常
的
な
取

り
組
み
の
重
要
性
が
増
し

て
い
ま
す
。 

表
紙
は
、
昨
年
７
月
に
生

ま
れ
た
双
子
の
杷
奈
ち
ゃ

ん
、
茉
奈
ち
ゃ
ん
。
両
親
の

堀
江
崇
さ
ん
・
加
奈
子
さ
ん

と
ニ
ッ
コ
リ
！
見
守
る
ひ

い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
キ
ヌ
さ

ん
は
１
０
４
歳
。
お
め
で
た

一
杯
で
す
。 

 
融
雪
剤
の
お
知
ら
せ 

 

市
か
ら
融
雪
剤
を
預
か

っ
て
い
ま
す
。
各
町
内
会

で
凍
結
発
生
の
場
所
が
あ

る
時
は
交
流
館
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
受
領
簿
に
記

入
い
た
だ
き
、
お
渡
し
し

ま
す
。 

 

せ
き
も
と
成
人
講
座

活 

動 

報 

告 

発行：せきもとさとづくり推進協議会 

移
動
学
習
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
菅
野
 
源
太
郎 

10
月
７
日
、
23
人
の
仲
間
と
宮
城
・
山
形
方
面
に

行
っ
て
き
た
。旅
行
で
一
番
心
配
な
の
が
天
気
で
あ
る
。

こ
の
日
は
曇
り
で
し
か
も
次
第
に
悪
く
な
る
予
報
だ
っ

た
。
私
は
観
念
し
て
折
り
た
た
み
傘
で
な
く
大
き
な
ビ

ニ
ー
ル
傘
を
持
っ
て
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。
半
田
山
は

厚
い
雲
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
い
く
山
形
は
傘

マ
ー
ク
で
午
後
は
さ
ら
に
悪
く
な
る
と
言
う
。
国
見
IC

を
北
上
、
仙
台
宮
城
IC
か
ら
定
義
如
来
に
向
か
っ
た
。

こ
こ
は
十
数
年
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
の
如
来
様
は
、
助
か

ら
な
い
命
で
も
一
度
は
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
霊
験
あ

ら
た
か
な
如
来
様
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
由
来
は
略

す
が
、
定
義
如
来
様
が
平
家
の
落
人
と
関
わ
り
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
初
め
て
知
っ
た
。
こ
の
日
は
幸
運
に

も
年
に
４
度
あ
る
と
い
う
ご
開
帳
の
日
で
直
接
参
拝
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
旅
の
安
全
と
世
界
平
和
を
祈

っ
た
。 

こ
こ
の
名
物
は
分
厚
い
三
角
油
揚
げ
で
あ
る
。早
速
注

文
し
生
醤
油
を
掛
け
て
か
ぶ
り
つ
い
た
。
こ
こ
に
宮
城

の
銘
酒
「
一
の
蔵
」
で
も
あ
れ
ば
言
う
こ
と
な
い
の
だ

が
研
修
旅
行
な
の
で
我
慢
し
た
。
次
は
「
将
棋
む
ら
天

童
タ
ワ
ー
」
で
昼
食
。
将
棋
の
ル
ー
ツ
は
古
代
イ
ン
ド

だ
と
知
っ
た
。
あ
れ
ほ
ど
心
配
し
て
い
た
天
気
だ
っ
た

が
、天
童
で
は
な
ん
と
陽
が
指
し
て
き
た
で
は
な
い
か
。

晴
れ
男
・
女
が
い
っ
ぱ
い
参
加
し
た
か
ら
だ
ろ
う
か
？

「
上
山
こ
ん
に
ゃ
く
番
所
」
で
は
太
い
丸
太
を
半
分
に

割
っ
た
長
い
テ
ー
ブ
ル
に
案
内
さ
れ
、
お
茶
と
玉
こ
ん

に
ゃ
く
が
サ
ー
ビ
ス
で
出
て
き
た
。
こ
の
お
も
て
な
し 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

お
正
月
生
花
学
習 

 

 
12
月
26
日
、「
正
月
用
生
花
」
を

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
花
子
店
主
・
遠
藤

さ
ん
を
講
師
に
交
流
館
大
研
修
室
で

行
い
、
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。松
・

竹
・
冬
至
梅
な
ど
た
く
さ
ん
の
花
材
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
生
け
て
、
新
年
を
迎
え

る
準
備
が
で
き
ま
し
た
。 

  

で
何
十
倍
も
の
こ
ん
に
ゃ
く
が
売
れ
た
こ

と
だ
ろ
う
。損
し
て
得
を
と
れ
と
い
う
諺
を

思
い
出
し
た
。最
後
は
東
北
中
央
自
動
車
道

で
帰
路
に
着
い
た
。 

 
今
回
の
せ
き
も
と
成
人
講
座
移
動
学
習

は
、
歴
史
を
知
り
、
食
の
楽
し
み
を
も
味
わ

え
た
バ
ス
旅
行
と
な
り
、い
ろ
い
ろ
と
勉
強

に
な
っ
た
実
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
。 

 

「
第
１
回
会
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
」
を
開
催 

11
月
８
日
、
梁
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に

て
成
人
講
座
受
講
生
12
人
の
参
加
で
、
第

１
回
会
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
、粟
野
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ス
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
コ
ー
ス
で
の
競
技

を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
会
長
杯
！
と
な
っ

て
、
皆
さ
ん
張
り
切
っ
て
、
真
剣
に
競
技
に

向
か
い
ま
し
た
。 

優
 
勝
・
菅
野
忠
司
さ
ん
  

準
優
勝
・
鈴
木
と
し
子
さ
ん
  

３
 
位
・
菅
野
キ
ミ
エ
さ
ん 

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
会
長
よ
り
授
与

さ
れ
、ブ
ー
ビ
ー
賞
は
菅
野
源
太
郎
さ
ん
で

し
た
。 

秋
を
満
喫
し
な
が
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
ま
し
た
。 



仕
事
を
定
年
退
職
し
、
時
間
を
気 

に
せ
ず
過
ご
せ
る
毎
日
に
、
日
々
幸 

せ
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
健 

康
維
持
を
兼
ね
た
散
歩
は
体
ば
か
り

で
な
く
心
の
健
康
に
も
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
と
思
う
。 

勤
め
て
い
る
時
に
は
、
自
宅
と
勤
務
地

の
往
復
で
時
が
過
ぎ
、
地
元
の
こ
と
を
ほ

と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
が
、
散
歩
を
始
め

た
こ
と
で
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
や
思
い
が

け
な
い
発
見
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。 

春
に
は
、
ま
だ
耕
作
の
始
ま
っ
て
い
な

い
畑
一
面
を
覆
う
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
や
、
暖
か

い
日
だ
ま
り
で
青
く
群
れ
咲
く
オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
リ
な
ど
美
し
い
風
景
に
出
会
う
。

田
ん
ぼ
の
側
溝
で
は
、
素
早
く
泳
ぐ
た
く

さ
ん
の
メ
ダ
カ
に
出
会
い
、
野
生
の
メ
ダ

カ
が
身
近
に
い
る
こ
と
に
驚
い
た
り
、
用

水
路
で
砂
に
混
じ
っ
て
輝
く
シ
ジ
ミ
貝
を

見
つ
け
た
り
な
ど
、
子
供
の
頃
の
自
然
が

今
も
あ
る
こ
と
に
感
激
し
た
。こ
れ
は
、人

に
も
生
き
物
に
も
優
し
い
環
境
保
全
が
さ

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。 

 
東
根
堰
沿
い
の
道
も
と
て
も
き
れ
い
だ

と
思
う
。
堰
沿
い
に
は
道
林
地
区
の
屋
敷

森
な
の
か
、
雑
木
の
林
が
堰
に
沿
っ
て
続 
  

 

●
秋
の
美
化
運
動
  

花
苗
植
栽
を 

実
施
  

 

11
月
17
日
、 

堰
本
小
学
校
西
側
道 

路
際
、
大
関
の
県
道
旧
入
口
、
新
田

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
花
壇

に
ビ
オ
ラ
・
パ
ン
ジ
ー
の
花
苗
を
植

え
付
け
し
ま
し
た
。
秋
の
植
栽
も
地

域
振
興
部
会
を
中
心
に
、
さ
と
づ
く

り
女
性
委
員
会
委
員
に
も
お
願
い

し
、
地
区
内
３
箇
所
で
各
々
作
業
に

か
か
り
、
最
後
に
た
っ
ぷ
り
水
を
か

け
ま
し
た
。 

来
春
ま
で
地
域
を
彩
り
た
く
さ

ん
の
花
々
が
、
皆
様
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
い
て
、
山
桜
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ク
ル

ミ
、
栗
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
様
々
な
木
が
堰

に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
茂
っ
て
い

る
。
夏
に
は
木
陰
を
、
秋
に
は
紅
葉
と

落
ち
葉
の
道
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。こ
の
道
は
利
用
す
る
人
も
少
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、い
つ
も
き
れ
い
に
除

草
さ
れ
て
い
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。
冬
に
は
、
田

ん
ぼ
で
た
く
さ
ん
の
白
鳥
が
落
ち
穂

を
つ
い
ば
む
姿
に
出
会
っ
た
。数
え
る

と
約
百
羽
の
大
集
団
。そ
れ
ま
で
白
鳥

に
会
え
る
の
は
岡
部
の
阿
武
隈
川
と

思
っ
て
い
た
の
で
、近
所
の
田
ん
ぼ
で

会
え
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。 

 
歩
い
て
様
々
な
発
見
を
す
る
た
び

に
、人
々
の
営
み
と
共
に
守
ら
れ
て
い

る
里
の
美
し
さ
を
感
じ
る
。 

 
い
つ
ま
で
も
こ
の
里
が
守
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、こ
れ
か
ら

も
散
歩
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

愛
宕
の
里 

 

各
種
団
体
受
賞
者
名
（
敬
称
略
） 

令
和
６
年
度
中
に
堰
本
地
区
内
で
受
賞

さ
れ
た
方
々
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
任
務
に
つ
か
れ

て
い
ま
す
。長
年
の
ご
活
躍
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

○
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章 

 
瑞
宝
単
光
章
 
菅
野
賢
八
（
中
ノ
内
） 

 
 
 
皇
宮
警
備
に
長
年
尽
く
す 

 ○
消
防
団
（
福
島
県
消
防
表
彰
） 

永
年
勤
続
章
 
渡
邉
 
敏
明 

○
消
防
協
会
伊
達
支
部
定
例
表
彰 

精
勤
章
 
 
 
橘
内
 
良
宣 

 
〃
 
 
 
 
橘
内
 
知
己 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

○
伊
達
市
表
彰 

・
産
業
経
済
功
労
賞
 
橘
 
典
雄 

 
 
（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
） 

・
社
会
功
労
賞
 
 
 
橘
内
 
武 

 
 
（
民
生
・
児
童
委
員
） 

 ○
伊
達
市
交
通
安
全
市
民
大
会 

 
交
通
安
全
活
動
功
労
賞
  

 
 
 
 
 
 
 
菅
野
 
 
吉 

 
 
 
 
 
 
 
佐
藤
 
英
吉 

 ○
県
青
少
年
育
成
県
民
大
会 

青
少
年
育
成
功
労
賞
 
菅
野
忠
司 

 

堰
本
地
区
防
災
訓
練
を
実
施 

  

11
月
24
日
、
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
51

人
、
伊
達
市
消
防
署
員
５
人
、
役
員
８
人
、
 

計
64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
２
日
前
か
ら
準
備
を
進
め
、
炊
き
出
し
用

大
鍋
２
つ
、テ
ン
ト
な
ど
を
借
用
、前
日
に
は

炊
き
出
し
用
野
菜
、
肉
な
ど
カ
ッ
ト
作
業
を

行
い
、
当
日
は
女
性
委
員
会
を
中
心
に
大
鍋

２
つ
で
芋
煮
汁
を
作
り
ま
し
た
。 

 
大
研
修
室
で
消
防
署
員
か
ら
災
害
時
の
心

得
を
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
で
家
の
中
の
危
険
箇

所
探
し
を
し
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
最
後
に

芋
煮
を
皆
さ
ん
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

 
災
害
発
生
時
の
ポ
イ
ン
ト 

・火
の
始
末
、出
口
の
確
保
は
ケ
ガ
を
し
な
い

時
だ
け（
日
頃
の
心
構
え
）ま
ず
は
自
分
の
身

を
守
る
「
自
助
」
を
最
優
先
！ 

・
一
番
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、

「
自
分
の
命
」命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
、判

断
力
を
つ
け
る
、地
震
で
助
か
っ
た
ら
、次
の

行
動
に
移
す 

・
地
震
は
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い 

 
自
分
の
行
動
範
囲
内
で
、
地
震
が
起
こ
っ

た
場
合
の
備
え
を
。
と
っ
さ
に
慌
て
な
い
こ

と
が
一
番 

（
DVD
：
仙
台
市
消
防
局
仙
台
市
地
震
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
 
京
英
次
郎
さ
ん
の
講
座
よ
り
） 

 
 

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

 

せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会 

 

会
長
 
澁
谷
基
昌 

 
 
 
 
 
 
 
  

  

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
昨
年
は
、
地
区
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
堰
本
小
、
各
種
団
体
と
連
携
を
密
に

し
、
よ
り
良
い
活
動
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

元
日
、
能
登
半
島
大
地
震
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
で
、
２
月
に
廃
品
回
収

実
施
。
益
金
を
義
援
金
と
し
て
贈
る
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
６

月
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
女
性
委
員
と
理
事
で
実
施
。
８
月
猛
暑
の
中
、
長
寿

会
と
成
人
講
座
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
。ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
出
て
盛

会
で
し
た
。
９
月
敬
老
会
開
催
。
地
元
の
方
に
出
演
を
お
願
い
し
尺
八
奏
者

橘
梁
盟
氏
、東
前
笠
踊
り
保
存
会
、堰
本
レ
ク
ダ
ン
ス
会
の
皆
さ
ん
大
熱
演
。

拍
手
喝
采
で
盛
会
裡
に
終
了
。
10
月
秋
晴
れ
の
下
、
地
区
・
堰
小
大
運
動

会
開
催
。
好
評
の
サ
ツ
マ
イ
モ
釣
り
リ
レ
ー
、
全
校
生
に
よ
る
リ
レ
ー
競
走

等
楽
し
い
運
動
会
で
し
た
。
成
人
講
座
の
移
動
学
習
会
で
定
義
如
来
、
天
童

市
将
棋
会
館
、
こ
ん
に
ゃ
く
番
所
を
見
学
し
多
く
を
学
び
ま
し
た
。
11
月

は
成
人
講
座
で
会
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
、初
心
者
が
優
勝
で
大
い

に
盛
り
上
が
る
。
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
大
関
・
学
校
入
り
口
・
阿
武
急

新
田
駅
前
に
植
栽
。
心
が
和
め
ば
幸
い
で
す
。
同
月
24
日
「
堰
本
地
区
自

主
防
災
会
」
に
よ
る
防
災
訓
練
実
施
。
消
防
署
員
の
指
導
で
基
本
的
な
防
災

の
心
が
け
と
救
急
処
置
等
を
学
び
、最
後
に
炊
き
出
し
訓
練
で
芋
煮
汁
を
試

食
。
い
ざ
と
言
う
時
に
備
え
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
多
く
の
事
業
が
で
き
た
事

は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
前
年
以
上
に
連
携
を
深
め
50
の
協
力
を
お
願
い
し
、活
動
の
趣

旨
を
共
有
、
役
員
一
同
一
丸
で
、
企
画
立
案
を
実
現
の
た
め
50
の
実
行
力

で
取
り
組
み
ま
す
。「
50-

50
」
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

生
涯
学
習
部
会
か
ら
お
知
ら
せ 

 

せ
き
も
と
成
人
講
座
の
仲
間
と
一

緒
に
/
地
区
の
皆
さ
ん
の
参
加
は 

誰
で
も
OK

！ 

ぜ
ひ
聴
き
に
き
て

ね
A 

!
ピ
ア
ノ

&
歌
声 

ミ
ニ
コ
ン
サ
,
ト
. 

２
月
14
日
E
金
G 

 
 

１３
時
３０
分
A 

 
 
 
 
 

堰
本
地
区
交
流
館
大
研
修
室 

 

ピ
ア
ニ
ス
ト 

八
巻
和
也
さ
ん 

8
梁
川
町
在
住
・
第
１８
回
ア
ジ
ア
国

際
音
楽
コ
ン
ク
I
ル
３
位
入
賞
O 

 

  

 
 
 

 

３
月
13
日
（
木
）
成
人
講
座
参
加
者
の
み 

 
 
出
前
講
座
『
楽
し
く
脳
ト
レ
』・
閉
級
式 

  

 
  

地域の方々紹介 

 

民
生
児
童
委
員 

 
 
 

原 

み
き
子 

 
 
 
 

'
東
前
町
内
会
- 

 

■
お
知
ら
せ 

 
資
源
回
収
を
行
い
ま
す
。 

 
☆
２
月
23
日
（
日
） 
 
 
搬
入
時
間
 
９
時
〜
11
時 

☆
堰
本
地
区
交
流
館
砂
利
駐
車
場 

☆
回
収
対
象
 
ア
ル
ミ
缶
、 

新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌 

 
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

 
 

グループに分かれて 
家の中の危険箇所を点
検しあいました。 

 


